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Antacids may increase the appearance of white opaque substance in Helicobacter pylori 

-eradicated gastric epithelial neoplasia                                    

(制酸剤投与はヘリコバクターピロリ除菌後発見胃上皮性腫瘍における白色不透明物質の発現に有用で

ある)                                                   

                                              

                                              

 

要     旨 

【緒言（目的）】                                                                         

白色不透明物質 White opaque substance(以下 WOS)は、NBI 併用拡大内視鏡観察により一部の胃上皮

性腫瘍や腸上皮化生粘膜において認められる現象であり、その正体は微小な脂肪滴である。我々は以前

の研究で腸上皮化生における WOS は制酸剤投与で胃内が中性化された環境下でしか発現しないことを

報告したが、胃上皮性腫瘍における WOS の発現が pH に依存するかは不明であった。そこで本研究で

は、酸分泌能の改善したヘリコバクターピロリ除菌後の胃上皮性腫瘍において制酸剤の投与前後で

WOS の発現に変化があるかを検討した。                                                              

【研究対象及び方法】                                     

2013年8月から 2017年 6月まで大分赤十字病院で内視鏡的粘膜下層剥離術を施行したヘリコバクター 
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ピロリ除菌後発見胃上皮性腫瘍 60 例を対象とした後ろ向き研究である。除外基準(除菌成功 6 ヶ月未

満、内視鏡写真が不十分、胃切除後、未分化型癌)に該当する症例を除外し、38 例を解析の対象とした。 

主要評価項目は除菌後発見胃上皮性腫瘍(癌、腺腫)における制酸剤投与前後の WOS の発現頻度、及び 

空腹時胃液 pH の関連性とした。                                                                                       

【結果】                                              

制酸剤の投与前には WOS の発現は 1 例もみられなかったが(0%,0/38)、投与後には 44.8%(17/38)で 

WOS の発現を認めた。WOS の発現頻度は腺腫(83.3%,10/12)において癌(26.9%,7/26)よりも有意に高値

であった。また WOS が発現した症例は全例が制酸剤投与後に認めており、空腹時胃液 pH は pH1-2 の 

強酸から pH7-8 の中性へと変化していた。つまり除菌後発見胃上皮性腫瘍における WOS の発現は胃液 

pH が中性の際にのみみられ、強酸下では認めなかった。                                            

【考察】                                           

本研究では胃上皮性腫瘍における WOS の発現は胃内の酸環境の中性化と関連していることが分かった。 

その理由は脂質の消化と吸収に重要な役割を占めているリパーゼが強酸下では不活性化する為と考え

られる。また除菌後の胃上皮性腫瘍は、境界診断、質的診断が困難であるとされているが、本研究の 

結果から制酸剤の投与により除菌後の胃上皮性腫瘍の発見、質的診断に寄与する可能性があると思われ

た。                                             

【結語】                                           

本研究では胃上皮性腫瘍における WOS の発現は低酸状態でのみみられ、強酸下では WOS が発現しな 

いことを明らかにした。その為制酸剤投与はヘリコバクターピロリ除菌後発見胃上皮性腫瘍(特に腺腫) 

における WOS の発現に有用である。                                               

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              


